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３　 星の村象徴モニュメント「ポーラーピラーpolar pilar」

　　  ラッピングバスが完成しました！

４　 ９月から燃やすごみの分別方法が変わります

７　 高齢者運転免許証自主返納支援制度がはじまります

　　  行政相談委員が委嘱されました

　　  あち健康レシピ21　vol.2

８　 阿智村公共施設等総合管理計画の概要

１０　 人事異動

１２　 阿智村消防団平成29年度幹部体制

１３　 こんにちは  地域包括支援センターです No.18

１４　 村の健診を受けましょう

１６　 阿智高だより（No.53）

１７　 フォト・リポート

１８　 戸籍の窓

　　  保健師専用ダイヤル開設！

－平成29年４月号－

阿智村長　熊　谷　秀　樹

「美しく輝く未来へ」 第14回

　先日ある年配の男性村民の方が、村長室を訪ねて来てくれて、星の事業のおかげで50年ぶりに友人との
交流が始まって感謝していると、喜びの報告をしてくれました。それは、大学時代の友人の方から、最近
流れた星の事業の全国ニュースで阿智村のことを知り、懐かしくなって連絡が来て、それ以来阿智にも遊
びに来てくれたり、交流が続くようになったそうです。
　又、25年前に東京に嫁いだ阿智出身の女性が、テレビで阿智の事を知り、大変うれしくなり、東京に住
んでいる阿智出身の知り合いに、必ず盆正月はふるさとに帰省するように促したり、職場の同僚に旅行は
昼神と宣伝してくれたり、挙句の果てには自分が阿智にＵターンしたいと旦那さんを説得していると、お
手紙を頂きました。
　３月末に、覗くと北極星が見える星のモニュメントを中学に設置致しまし
た。今後各小学校にも設置し、子供たちの教育のため、地域愛を育てるため
有効活用頂く予定です。
　今現在も、そして彼らが大人になった特、星がきっかけで、又、今満開に
咲きつつある「はなもも」などの地域資源がきっかけで、新たな出会いや交
流が生まれることを期待して、毎日の仕事に取り組んで参りたいと思います。

－ 星の事業が生んだ人の交流 －

○表紙の写真

　駒つなぎの桜
　樹齢450年以上と推定される園原の
駒つなぎの桜は、源義経が奥州に下る
時、馬をつないだといわれる一本桜で
す。違った角度からの歴史ある巨木は
万葉のロマンの香りがし、毎年沢山の
人やカメラマンが訪れます。４月下旬
満開予想ですが、開花状況は「はゝき
木館」HPをご覧下さい。ライトアッ
プも行っていますし、写真展も5月22
日まで開催しています。
撮影：鳴海寿勇氏（飯田市）
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星の村象徴モニュメント「ポーラーピラー polar pilar」星の村象徴モニュメント「ポーラーピラー polar pilar」

　阿智村の子どもたちが星空や宇宙について関心を持ち、美しい星
空と阿智村のすばらしい自然環境を後世に伝えることを目的に、「日
本一の星空」スタービレッジ阿智誘客促進協議会が村内の小中学校
（小学校５校、中学校1校）に星の村象徴モニュメント「ポーラーピ
ラーpolar pilar」を設置することになり、このたび、第1号として
阿智村立阿智中学校に設置され3月30日に発表されました。
　「ポーラーピラーpolar pilar」はステンレス製で上面に北斗七星と
カシオペア座のその日の見え方がわかる目盛があり、前面からは北
極星を見ることができます。
　今後は、各小中学校に設置されます。

　阿智村の事を知り、愛されるように、そして、住民の方に親しまれる巡回バスとなるよう、昨年度公募をした
ラッピングバスが完成しました。
　「伍和・智里東線」「清内路線」「浪合線」にて運行していますのでぜひご乗車ください。

「伍和・智里東線」 「浪合線」「清内路線」

デザイン　有賀航基くん
（智里東）

デザイン　川上厚子さん
（駒場）

デザイン　原　咲綾さん
（駒場）

北斗七星の位置を確認できます。 北極星が見えます。

2月から運行を開始し、2・3月
の前年同時期より13％増の利用
がありました。ありがとうござ
います。
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九
月
か
ら
の
分
別
の
変
更
に
あ
わ
せ
て
、

燃
や
す
ご
み
袋
が
黄
色
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
の
袋
に
変
わ
り
ま
す
。
新
し
い
袋
は
、

大
小
の
二
種
類
で
、
八
月
二
十
日
頃
か
ら

委
託
店
で
の
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

　

販
売
予
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
大
が
八

百
円
、
小
が
四
百
六
十
円
と
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
燃
や
す
ご
み
袋
販
売
開
始
ま
で

紙
製
の
袋
の
販
売
は
継
続
し
ま
す
。

　

な
お
、
紙
製
の
旧
燃
や
す
ご
み
袋
は
九

月
以
降
も
使
用
で
き
ま
す
。

〇
新
燃
や
す
ご
み
袋
の
イ
メ
ー
ジ

　

不
燃
ご
み
袋
で
収
集
し
て
い
た
ビ
ニ
ー

ル
等
不
燃
ご
み
を
燃
や
す
ご
み
と
し
て
収

集
し
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
等
不
燃
ご
み
の
収

集
日
は
、
九
月
が
最
終
と
な
り
ま
す
。

　

九
月
の
収
集
を
最
後
に
専
用
袋
は
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
残
っ
た
端
数
の
袋

は
、
村
で
買
戻
し
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
委
託
店
で
の

販
売
は
六
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

　

ま
た
、
紙
帯
が
つ
い
て
い
る
未
使
用
の

袋
は
、
役
場
本
庁
で
の
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
の
袋
と
同
数
を
交
換
し
ま
す
。

交
換
期
間
は
、
七
月
か
ら
八
月
の
平
日
の

開
庁
時
間
に
行
い
ま
す
。

　

新
焼
却
場
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
焼

却
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
南
信
州
広

域
連
合
で
決
め
た
ル
ー
ル
に
し
た
が
い
、

九
月
か
ら
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ビ
ニ
ー

ル
等
不
燃
ご
み
を
燃
や
す
ご
み
と
し
て
分

類
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
専
用
の
袋
で
出
し
て
い
た
硬

質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
燃
や
す
ご
み
と
し
て

収
集
し
ま
す
。
九
月
の
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
収
集
日
が
最
後
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。
八
月
末

ま
で
は
、
今
ま
で
ど
お
り
、
硬
質
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
し
て
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
九
月
か
ら

稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が

運
転
を
始
め
ま
す

硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

　
　
　
　

燃
や
す
ご
み
へ

ビ
ニ
ー
ル
等
不
燃
ご
み
を

　
　
　
　
　

燃
や
す
ご
み
へ

硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
袋

は
ど
う
な
る
の
？

新
し
い
燃
や
す
ご
み
袋

　

南
信
州
広
域
連
合
が
運
営
す
る
新
焼
却
場
の
稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
飯
田
市
下
久
堅
）
の
受
け
入
れ
開
始
と
、
西

部
衛
生
施
設
組
合
「
く
り
ー
ん
ひ
る
西
部
」
の
生
ご
み
受
け
入
れ
終
了
に
伴
い
、
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ビ
ニ
ー
ル
等
不

燃
ご
み
、
生
ご
み
が
燃
や
す
ご
み
と
な
り
ま
す
。

九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららら
燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃
ややややややややややややややややややややや
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ののののののののののののののののののののの
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
ががががががががががががががががががががが
変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままままままま

九
月
か
ら
燃
や
す
ご
み
の
分
別
方
法
が
変
わ
り
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

（
生
活
環
境
特
集
）

ビニール等
不燃ごみ

硬質プラスチック プラスチック
製容器包装

きれいなもの

リサイクル

汚れたもの

燃やすごみ

プラ容器は、今までどおりリサイクルをお願いします。

生
ご
み（
水
切
り
）

ごみ分別の変更点（平成２９年９月から）

大小とも１０枚一組
で販売します。

大きさの目安（㎜）
大　縦817×横360
小　縦715×横295
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「
く
り
ー
ん
ひ
る
西
部
」
の
生
ご
み
処

理
施
設
が
廃
止
と
な
る
た
め
、
八
月
末
で

生
ご
み
の
収
集
を
終
了
し
ま
す
。
九
月
か

ら
は
、
生
ご
み
を
燃
や
す
ご
み
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
ご
み
を
燃
や
す
ご
み
と
し
て
出
す
場

合
は
、
水
分
が
多
い
た
め
、
し
っ
か
り
水

分
を
切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

畑
等
が
あ
る
ご
家
庭
は
、
生
ご
み
を
堆

肥
化
し
て
、
農
地
還
元
に
心
が
け
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

残
っ
た
証
紙
は
平
成
二
十
九
年
九
月
か

ら
十
二
月
ま
で
役
場
と
振
興
室
で
換
金
で

き
ま
す
。

　

生
ご
み
証
紙
の
委
託
店
で
の
販
売
は
六

月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
七
月
以
降

に
生
ご
み
証
紙
が
必
要
な
方
は
、
役
場
と

振
興
室
で
一
枚
単
位
で
販
売
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
を
燃
や
す
ご
み
と

し
て
収
集
し
ま
す

生
ご
み
証
紙
は
八
月
末
の

収
集
を
最
後
に
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す

　4月から生ごみ処理機の購入補助を創設し
ました。4万円以上の処理機が対象で、補助
率は2分の1、補助限度額が3万円です。コ
ンポスト【金額条件なし】も補助率2分の1
となります。ご活用をお願いします。
　なお、村では、生ごみ処理機のメーカー
や機種の指定は行いません。金額条件等に
あった生ごみ処理機をご購入ください。

　9月は経過措置として、硬質プラスチッ
ク、ビニール等不燃ごみをこれまでどおり
の収集方法と燃やすごみのどちらで出して
いただいても構いません。

生ごみ処理機購入のための補助
制度を創設します

硬質プラスチックとビニール等
不燃ごみとしての収集は９月まで

燃やすごみ等の収集日程変更

　燃やすごみ等の分別方法の変更に伴い、収集日程を下記のと

おり、収集曜日、収集回数を変更します。日程の変更は９月か

らとなります。お間違えのないようにお願いします。

現在の収集日程（平成２９年８月末まで）

金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日

伍和・智里
・浪合
生ごみ

全村

燃やすごみ

春日・駒場
・清内路
生ごみ

革
新しい収集日程（平成２９年９月から）

金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日

全村

燃やすごみ

全村

燃やすごみ

分別変更のスケジュール【９月から変わります】
１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

桐林クリーンセンター

稲葉クリーンセンター

燃やすごみ（週１収集）水曜日

燃やすごみ（週２収集）火曜日・金曜日

硬質・ビニール不燃（毎月）

生ごみ（週１収集）月曜日・木曜日

香 穀高高高高高高高高高高高

香 穀高高高高高高高高高高高

香 穀高高高高高高高高高高高
香 穀高高高高高高高高高高高

香 穀高高高高高高高高高

香 穀高高高高高高高高高

香
穀

高
高
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日
本
全
国
で
は
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
食
べ
物
が

捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
の
生
活
で
食

べ
残
し
を
減
ら
す
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

★
買
い
す
ぎ
な
い　

調
理
に
使
い
切
れ
ず

消
費
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
、
買
い
物
前
に
冷
蔵
庫
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

★
作
り
す
ぎ
な
い　

自
分
や
家
族
が
食
べ

切
れ
る
量
だ
け
作
り
ま
し
ょ
う
。

★
食
べ
残
さ
な
い　

ご
は
ん
も
自
分
で
食

べ
切
れ
る
量
だ
け
よ
そ
り
、
食
べ
残
さ

ず
腹
八
分
目
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

★
九
月
以
降
は
、
生
ご
み
は
燃
や
す
ご
み

に
変
わ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、
生
ご

み
の
焼
却
量
を
減
ら
す
た
め
、
も
っ
た

い
な
い
の
気
持
ち
で
、
生
ご
み
の
減
量

化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課　

廃
棄
物
対
策
係

（
内
線　

二
五
一
）

「
も
っ
た
い
な
い
」の
気
持
ち

で
食
べ
残
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

９月からごみの分別はどうなるの？

これ以外の分別に変更はありません。
プラスチック製容器包装、ペットボトル、ガラスびんなどの収集は行います。収集されたごみ
は、資源化（リサイクル）されますので、適正な分別をお願いします。

８月までの分別 ９月からの分別

燃やすごみ

9月から生ごみ収集は
なくなります。
9月から生ごみ収集は
なくなります。

生 ご み

プラスチック製容器包装
以外のプラスチック類

硬質プラ

塩化ビニール、革製品、ゴム製品
革ベルト、革カバン、野球ボール、
ゴルフボール、硬化ゴム

ビニール等不燃ごみ

燃やすごみ

生ごみは水分を切って出してください。

プラスチック製容器包装
以外のプラスチック類

塩化ビニール、革製品、ゴム製品
革ベルト、革カバン、
野球ボール、ゴルフボール、
硬化ゴム
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高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返

納
支
援
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
防

止
を
図
り
、
安
心
・
安
全
な
阿
智
村
と
な

る
よ
う
、
高
齢
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
の

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
に
対
し
て
、
支

援
す
る
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

○
対
象
者

　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
六

十
五
歳
以
上
の
方
で
、
阿
智
村
に
住
所

を
有
す
る
方
。

○
支
援
内
容

　

阿
智
村
巡
回
バ
ス
回
数
券
三
冊
（
三

十
三
回
分
、
三
千
円
相
当
）。

○
申
請
方
法

　
「
運
転
免
許
証
の
取
消
通
知
書
」
も

し
く
は
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
写
し

を
阿
智
村
役
場
総
務
課
へ
提
出
。

○
実
施
主
体

　

阿
智
村
地
域
公
共
交
通
協
議
会

◆
高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
事
故

・
平
成
二
十
八
年
の
全
国
の
交
通
事
故

に
よ
る
死
者
百
二
十
一
名
の
う
ち
高

齢
者
は
六
十
九
名
で
五
十
七
％
（
平

成
二
十
四
年
は
九
十
七
名
中
四
十
四

名
で
四
十
五
％
）。

・
事
故
で
多
い
の
が
交
差
点
で
の
出
会

い
頭
の
事
故
で
、
高
齢
者
は
自
分
で

思
っ
て
い
る
以
上
に
、
動
作
が
ワ
ン

テ
ン
ポ
遅
く
な
っ
た
り
、
視
野
が
狭

く
な
り
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
櫻
井
泉
さ
ん

（
清
内
路
）、
河
合
隆
文
さ
ん（
伍
和
）、
塩

澤
房
人
さ
ん（
浪
合
）
が
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
行
政
相
談
」
は
、
行
政
に
関
す
る
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
み
な
さ
ん
か
ら
お
聞

き
し
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
相

談
日
の
ほ
か
、
自
宅
で
も
み
な
さ
ん
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

　すっかり暖かくなり、春らしい野菜が出回っています。最近は１年中色々な食べ物が手に入るようになり
ましたが、旬の時期にとれた野菜は栄養が豊富で味も濃く、おいしいですね。今月は、やわらかく甘みが強
い春キャベツと、低脂肪・高たんぱくな鶏ささみの献立をご紹介します。

☆春キャベツとささみの梅風味和え

【材料　４人分】
キャベツ　400g（約１/３個）、　鶏ささみ　４本、
梅干し　３個（梅肉チューブでも良い）、　サラダ油かオリーブオイル　大さじ１・１/２、
酢　大さじ２、　うすくちしょうゆ　大さじ１、　塩こしょう　少々

【作り方】
①キャベツは幅１cm、長さ５cmくらいに切る。ささみは筋をとり、火
が通りやすいように厚さを半分に切る。
②鍋に水を沸騰させ、ささみを入れてゆでる。３～４分したらキャベツ
も加え、２分ほど火を通したらザルにあげ、水にさらす。
③ささみはフォークを使いながらほぐす。キャベツは水けをしぼる。
④梅干しは細かく刻み、調味料と一緒に混ぜあわせ、ドレッシングを作る。
⑤ささみとキャベツにドレッシングを和え、盛り付けて出来上がり。
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阿智村公共施設等総合管理計画の概要
　計画策定の背景
　阿智村では、多くの公共施設（庁舎・校舎等の建築系公共施設）や、道路・橋梁・上下水道等のインフラ系公
共施設等を整備し、行政サービスの提供、住民生活の基盤整備等に取り組んできました。しかしながら、人口減
少等により公共施設等の利用需要が変化していくことが予想されることを踏まえ、早急に公共施設等の全体の状
況を把握し、長期的な視点をもって、更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行うことが求められています。ま
た平成26年4月総務省より本計画の策定が要請されたことから、村の公共施設等の現状及び将来の見通しを把握し
「公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針」に準拠して策定するものです。

　計画期間
　計画期間は、平成29年度～38年度までの10年とします（更新費用のシミュレーションは長期的な予測が必要と
なるため40年とします）。

　公共施設等の保有状況
　村が保有する建築系公共施設は、209施設、496棟、総延べ床面積114,818.44㎡です。床面積構成比では、学
校教育系施設が30.4％で最も高く、以下、村営住宅等が13.1％、スポーツ・レクリエーション系施設が12.7％で
あり、この3つで村有建築物の5割以上を占めています。道路、橋りょう等の主なインフラ系公共施設の保有状況
は、下図【2.インフラ系公共施設】のとおりです。 

下水道施設　315.34 ㎡　0.3％
上水道施設　6,754.11 ㎡　5.9％

村民文化系施設　7,626.74 ㎡　6.6％

子育て支援施設　4,495.35 ㎡　3.9％保健・福祉施設　11,622.61 ㎡　10.1％

医療施設　673.50 ㎡　0.6％

スポーツ・レクリエーション系施設
　14,568.10 ㎡　12.7％

学校教育系施設
　34,940.30 ㎡　30.4％

産業系施設　6,252.53 ㎡　5.4％

行政系施設　7,949.67 ㎡　6.9％

村営住宅　15,025.45 ㎡　13.1％

公園　1,113.50 ㎡　1.0％

供給処理施設　16.27 ㎡　0.01％

その他　3,464.97 ㎡　3.0％

１．建築系公共施設の建物面積の内訳 （単位：㎡）

２．インフラ系公共施設
内　訳分　類

実延長合計 289,932ｍ、面積1,130,894㎡ 
（舗装部延長 195,453ｍ、舗装部面積 844,925㎡）村　道

道　路
実延長合計 79,673ｍ、面積291,223㎡ 
（舗装部延長 41,927ｍ、舗装部面積 156,635㎡）林　道

実延長合計 3,648.9ｍ、橋りょう面積合計 16,475.97㎡橋りょう
実延長合計 132,725.5ｍ上水道（管渠）
実延長合計 60,156ｍ下水道（管渠）
用水路 延長61,679ｍ、排水路 延長5,288ｍ農業水利施設
光ファイバーケーブル通信施設
温泉引湯管、タンク等温泉関連施設
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　公共施設等における更新費用の推計
　更新費用を推計しますと40年間にかかる費用総額は789.9億円で、年当たりでは19.7億円です。推移をみると、
年度により大きく上下しており、25億円以上の費用が必要となる年度が2024年度、2026年度、2040～2041年
度と複数回訪れることになります。特定の期間に多くの費用がかかることを防ぐための費用の平準化が必要です。

　計画的な管理を実現するための体制の構築
　厳しい財政状況下において、公共施設等の維持管理・更新等を進めていくためには、公共施設等の管理に対し
て、組織全体で情報の共有を行うことが重要です。今後は村の財産のあり方を検討するために各施設の所管課と
の調整を図るほか、計画的な管理を実現するための体制を構築していきます。

　フォローアップの実施方針
　計画の進行管理
　本計画に基づき、必要な個別計画を策定します。個別計画に基づき、公共施設等の建設や大規模改修、長寿命
化改修、統廃合、更新を実施します。また、社会情勢の変化等に応じて見直します。
※詳しくは阿智村公式ホームページにも掲載してますのでご覧ください。

１．公共施設等全体の更新費用

２
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１

０
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下水道整備額

上水道整備額

橋りょう整備額
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用地取得分
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既存更新分
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村
職
員
等
（　

）内
は
旧
任

人人人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事事事
異異異異異異異異異異異異異異異異

人
事
異
動動動動動動動動動動動動動動動動動

〈
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
〉

【
教
育
委
員
会
】

▽
学
童
保
育
支
援
員　

桐
生　

文
子

　
（
臨
時
的
任
用
）

〈
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
〉

【
総
務
課
】

▽
参
事
兼
課
長　

牛
山　

明
彦

　
（
副
参
事
兼
課
長
）

▽
熊
谷　

貴
之

　
（
長
野
県
市
町
村
課
派
遣
）

【
民
生
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
住
民
係
長　

原　

恵
子

　
（
地
域
経
営
課
長
補
佐
兼
清
内
路
振
興

室
長
）

▽
健
康
増
進
係
長　

住
吉　

幹
子

　
（
地
域
経
営
課
浪
合
振
興
室
）

▽
清
沢　

杏
菜
（
新
規
採
用
）

▽
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー　

林　

佳
子

　
（
臨
時
的
任
用
）

▽
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー　

大
川　

淳
子

　
（
臨
時
的
任
用
）

【
建
設
農
林
課
】

▽
課
長　

櫻
井　

健

　
（
課
長
補
佐
兼
林
務
係
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長　

熊
谷　

修
一

（
地
域
経
営
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
政

策
係
長
兼
環
境
政
策
係
長
）

▽
林
務
係
長　

小
松　

剛
（
農
政
係
長
）

▽
杉
浦　

真
（
地
域
経
営
課
）

【
生
活
環
境
課
】

▽
廃
棄
物
対
策
係
長　

山
口　

豊

　
（
地
域
経
営
課
浪
合
振
興
室
長
）

▽
水
道
係
長　

大
下　

修
身

　
（
上
下
水
道
係
長
）

▽
下
水
道
係
長　

原　

祐
樹

▽
木
下　

恭
彦
（
出
納
室
）

▽
石
原　

昭
平
（
新
規
採
用
）

【
地
域
経
営
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
清
内
路
振
興
室
長

　

松
井　

徳
彦

　
（
出
納
室
課
長
補
佐
兼
税
務
係
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
浪
合
振
興
室
長

　

川
上　

悟

　
（
協
働
活
動
推
進
課
定
住
促
進
係
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
リ
ニ
ア
対
策
係
長

　

熊
谷　

朋
宏
（
リ
ニ
ア
対
策
係
長
）

▽
商
工
観
光
政
策
係
長
兼
環
境
政
策
係
長

　

井
原　

成
城

　
（
民
生
課
健
康
増
進
係
長
）

▽
係
長
兼
阿
智
開
発
公
社
派
遣

　

小
笠
原　

寛

▽
櫻
井　

佑
介
（
兼
教
育
委
員
会
）

▽
清
内
路
振
興
室
兼
教
育
委
員
会

　

酒
井　

圭
介
（
生
活
環
境
課
）

▽
浪
合
振
興
室　

井
原　

喜
志
美

　
（
民
生
課
）

▽
篠
田　

真
衣
（
新
規
採
用
）

▽
浪
合
振
興
室
別
荘
担
当　

園
原　

正
規

（
臨
時
的
任
用
）

【
協
働
活
動
推
進
課
】

▽
参
事
兼
課
長
兼
男
女
共
同
参
画
係
長

　

今
久
留
主　

厚
志

　
（
副
参
事
兼
建
設
農
林
課
長
）

▽
広
報
係
長　

征
矢　

佐
賀
美

　
（
教
育
委
員
会
総
務
係
長
兼
学
校
教
育

係
長
）

▽
定
住
促
進
係
長　

菱
田　

直
樹

　
（
地
域
経
営
課
係
長
兼
阿
智
開
発
公
社

派
遣
）

▽
大
石　

真
紀
子

　
（
兼
教
育
委
員
会
公
民
館
）

【
出
納
室
】

▽
参
事
兼
室
長
兼
会
計
管
理
者

　

佐
々
木　

陽
司

　
（
副
参
事
兼
室
長
兼
会
計
管
理
者
）

▽
税
務
係
長　

近
藤　

重
光

▽
岩
嶋　

遼

　
（
地
域
経
営
課
清
内
路
振
興
室
）

▽
松
木　

竜
也
（
新
規
採
用
）

【
保
育
園
】

あ
ふ
ち
保
育
園

▽
主
任
代
理
保
育
士　

熊
谷　

好
恵

　
（
智
里
東
保
育
園
）

▽
吉
澤　

菜
都
美
（
伍
和
保
育
園
）

▽
小
木
曽　

ひ
か
り
（
新
規
採
用
）

▽
原　

ち
は
る

　
（
臨
時
的
任
用　

智
里
東
保
育
園
）

▽
原　

き
み
え

　
（
臨
時
的
任
用　

智
里
東
保
育
園
）

▽
塚
田　

千
夏

　
（
臨
時
的
任
用　

教
育
委
員
会
共
同
調

理
場
）

伍
和
保
育
園

▽
副
園
長　

川
手　

か
ね
子

　
（
智
里
西
保
育
園
副
園
長
兼
浪
合
保
育

園
副
園
長
）

▽
主
任
保
育
士　

勝
野　

あ
ゆ
み

　
（
清
内
路
保
育
園
主
任
保
育
士
）

▽
太
田　

忍
（
新
規
採
用
）　

智
里
東
保
育
園

▽
副
園
長　

宮
田　

真
理
香

　
（
兼
清
内
路
保
育
園
副
園
長
）

▽
主
任
代
理
保
育
士　

北
沢　

優
子

▽
石
井　

淑
子
（
新
規
採
用
）
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下
伊
那
郡
西
部
衛
生
施
設
組
合

▽
張
山　

早
紀
（
新
規
採
用
）

▽
金
田　

結
香

　
（
臨
時
的
任
用　

あ
ふ
ち
保
育
園
）

▽
後
藤　

麻
奈
美

　
（
臨
時
的
任
用　

あ
ふ
ち
保
育
園
）

智
里
西
保
育
園

▽
主
任
代
理
保
育
士　

原　

亜
希

　
（
智
里
東
保
育
園
）

清
内
路
保
育
園

▽
主
任
保
育
士　

林　

綾
美

　
（
智
里
西
保
育
園
主
任
保
育
士
）

▽
亀
井　

弘
子

　
（
臨
時
的
任
用　

あ
ふ
ち
保
育
園
）

保
育
園
付

▽
栄
養
士　

長
瀬　

緑
（
新
規
採
用
）

▽
今
村　

雅
（
臨
時
的
任
用
）

【
教
育
委
員
会
】

▽
総
務
係
長　

塩
澤　

満

　
（
協
働
活
動
推
進
課
広
報
係
長
）

▽
学
校
教
育
係
長　

原　

江
利
子

　
（
民
生
課
住
民
係
長
）

▽
子
育
て
支
援
室
長　

島
岡　

佐
喜
子

　
（
伍
和
保
育
園
副
園
長
）

▽
公
民
館　

中
里　

信
之

　
（
兼
協
働
活
動
推
進
課
）

▽
学
校
教
育
係　

菅
沼　

利
光

　
（
臨
時
的
任
用
）

▽
学
童
保
育
支
援
員　

安
田　

真
帆

　
（
臨
時
的
任
用
）

▽
共
同
調
理
場　

原　

俊
子

　
（
臨
時
的
任
用
）

▽
共
同
調
理
場　

原　

幸
穂

　
（
臨
時
的
任
用
）

▽
共
同
調
理
場　

熊
谷　

初
子

　
（
臨
時
的
任
用
）

▼
退
職
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▽
近
藤　

明
人

　
（
副
参
事
兼
協
働
活
動
推
進
課
長
）

▽
園
原　

正
規

　
（
生
活
環
境
課
長
補
佐
廃
棄
物
対
策
係
長
）

▽
今
村　

雅

　
（
教
育
委
員
会
子
育
て
支
援
室
長
）

▽
林　

佳
子

　
（
民
生
課
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
）

▽
原　

俊
子（
教
育
委
員
会
共
同
調
理
場
）

▽
下
山　

み
さ
を
（
あ
ふ
ち
保
育
園
）

▽
原　

知
秋
（
清
内
路
保
育
園
）

▼
長
野
県
派
遣
終
了

　
　
　
　
　
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▽
藤
本　

浩
司
（
総
務
課
）

▽
近
藤　

明
人
（
臨
時
的
任
用
）

<
>
(
)

 
転
出 
 　
 
内
は
新
任
校

【
阿
智
第
一
小
学
校
】

▽
校
長　

橘　

祐
三
（
定
年
退
職
）　

▽
伊
藤　

和
也
（
丸
山
小
学
校
）

▽
平
澤　

み
ど
り
（
竜
丘
小
学
校
）

▽
市
瀬　

律
子
（
千
代
小
学
校
）

▽
北
原　

か
ほ
る
（
伊
賀
良
小
学
校
）

【
阿
智
第
二
小
学
校
】

▽
久
保
田　

寛
始
（
松
尾
小
学
校
）

▽
鎌
倉　

圭
佑
（
豊
田
小
学
校
）

▽
宮
井　

克
彦

　
（
伊
賀
良
小
学
校
［
再
任
用
］）

▽
齋
藤　

由
紀
子
（
根
羽
中
学
校
）

▽
松
澤　

弘
尚

　
（
伊
賀
良
小
学
校
［
再
任
用
］）

【
阿
智
第
三
小
学
校
】

▽
校
長　

水
出　

一
寛

　
 
（
東
塩
田
小
学
校
）

▽
内
田　

健
太
郎（
佐
久
平
浅
間
小
学
校
）

▽
小
林　

純
子
（
未
定
）

▽
市
東　

典
子
（
退
職
）

【
浪
合
小
学
校
】

▽
山
室　

宏
美
（
戸
狩
小
学
校
）

▽
丸
山　

陽
典
（
芳
川
小
学
校
）

【
清
内
路
小
学
校
】

▽
教
頭　

勝
又　

真
弓
（
長
谷
小
学
校
）

▽
石
井　

初
音
（
上
郷
小
学
校
）

▽
長
沼　

や
え
子
（
阿
智
第
二
小
学
校
）

▽
小
野　

拓
也
（
阿
智
第
二
小
学
校
）

【
阿
智
中
学
校
】

▽
塩
澤　

俊
治
（
飯
田
西
中
学
校
）

▽
松
澤　

歩
（
旭
ヶ
丘
中
学
校
）

▽
入
邊　

真
美
（
高
陵
中
学
校
）

▽
小
林　

芳
博
（
丸
山
小
学
校
）

▽
林　

明
弘
（
退
職
）

▽
入
間
川　

浩
侑
己
（
下
條
中
学
校
）

▽
中
島　

美
和
子
（
退
職
）

<
>
(
)

 
転
入 
 　
 
内
は
前
任
校

【
阿
智
第
一
小
学
校
】

▽
校
長　

宮
下　

敏
英

　
（
田
川
小
学
校
［
校
長
］）

▽
塩
沢　

潤
知
（
松
川
北
小
学
校
）

▽
窪
田　

都
恵
（
新
規
採
用
）

▽
北
沢　

真
奈
美
（
伊
賀
良
小
学
校
）

▽
櫻
井　

貴
織
（
上
郷
小
学
校
）

【
阿
智
第
二
小
学
校
】

▽
馬
場　

長
光
（
座
光
寺
小
学
校
）

教　

職　

員
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三
月
五
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
館
ホ
ー
ル

に
お
い
て
平
成
二
十
八
年
度
年
度
末
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
苦
労

頂
い
た
水
野
前
団
長
以
下
二
十
一
名
の
幹

部
・
団
員
が
退
団
し
、
勝
野
真
也
新
団
長

の
下
、新
た
に
五
名
の
新
入
団
員
を
迎
え
、

平
成
二
十
九
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
四
月
一
日
現
在
、
団

員
数
二
一
四
名
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
団
活
動
は
、
火
災
を
始
め
と
す
る

風
水
害
な
ど
の
発
災
時
の
対
応
は
も
ち
ろ

ん
、
普
段
か
ら
の
防
火
や
大
地
震
に
備
え

て
の
予
防
消
防
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
生
命
、
財
産
は
自
ら
の
力
で

守
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
、
地
域
住
民

の
責
務
と
し
て
、
対
象
年
齢
に
な
ら
れ
て

い
る
方
は
、
消
防
団
に
入
団
し
て
頂
き
、

一
緒
の
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
女
性
消
防
団
員
九
名
も
一
緒
に

活
動
し
て
お
り
、
女
性
消
防
団
員
の
入
団

も
大
歓
迎
で
す
。

阿
智
村
消
防
団

平
成
二
十
九
年
度
幹
部
体
制

副 団 長
塚田大介

▼
平
成
二
十
九
年
度
幹
部
は
次
の
と
お
り

団 　長
勝野真也

阿
智
村
消
防
団
員
の
待
遇
等

＊
身
分

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と

な
り
ま
す

＊
報
酬

年
報
酬
及
び
出
動
・
訓
練
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す

＊
公
務
災
害
補
償

消
防
団
活
動
中
に
負
傷
し
た
場
合

の
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す

＊
共
済
制
度

公
務
・
公
務
外
を
問
わ
ず
、
病
気
や

ケ
ガ
で
一
定
期
間
入
院
し
た
場
合

や
万
が
一
の
場
合
に
補
償
が
受
け

ら
れ
る
共
済
基
金
に
加
入
し
ま
す

＊
退
職
報
奨
金

１
年
以
上
勤
務
し
退
団
し
た
際
に

は
、
退
職
報
奨
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
＊
表
彰
制
度

職
務
に
あ
た
っ
て
功
労
、
功
績
が

あ
っ
た
場
合
に
表
彰
さ
れ
ま
す

＊
被
服
の
貸
与

消
防
活
動
に
必
要
な
被
服
が
貸
与

さ
れ
ま
す

　

本　

部　

長　
　

熊
谷　
　

宏

　

第
１
分
団
長　
　

林　
　

哲
平

　

第
２
分
団
長　
　

下
原　

大
介

　

第
３
分
団
長　
　

羽
場
崎　

聡

　

第
４
分
団
長　
　

河
合　

秘
史

　

第
５
分
団
長　
　

奥
澤　

享
央

　

第
６
分
団
長　
　

熊
谷　

誠
司

　

第
７
分
団
長　
　

下
山　

祐
介

　

第
８
分
団
長　
　

櫻
井　

一
也

　

第
１
副
分
団
長　

折
山　
　

崇

　

第
２
副
分
団
長　

小
笠
原
応
武

　

第
３
副
分
団
長　

塚
田　

豊
和

　

第
４
副
分
団
長　

古
川　
　

涼

　

第
５
副
分
団
長　

小
林　

勇
太

　

第
６
副
分
団
長　

若
林　
　

翔

　

第
７
副
分
団
長　

佐
々
木　

真

　

第
８
副
分
団
長　

田
島　
　

達

　

旗　
　

手　
　
　

杉
浦　
　

真

　

副
本
部
長　
　
　

市
村　

祐
司

　

技
術
部
長　
　
　

佐
々
木
大
吾

　

喇
叭
部
長　
　
　

羽
場
崎
敏
和

　

救
護
部
長　
　
　

下
原　

可
数

　

誘
導
部
長　
　
　

品
川　
　

雄

▽
松
澤　

美
咲
（
新
規
採
用
）

▽
小
野　

拓
也
（
清
内
路
小
学
校
）

▽
竹
村　

友
子
（
松
川
北
小
学
校
）

▽
長
沼　

や
え
子
（
清
内
路
小
学
校
）

【
阿
智
第
三
小
学
校
】

▽
校
長　

片
桐　

和
子

　
（
阿
南
第
一
中
学
校
［
教
頭
］）

▽
河
西　

静
代
（
三
穂
小
学
校
）

▽
北
澤　

智
之
（
山
本
小
学
校
）

▽
山
本　

秀
子
（
新
規
採
用
）

【
浪
合
小
学
校
】

▽
荒
井　

美
穂
（
北
相
木
小
学
校
）

▽
岡
田　

は
る
な
（
高
森
南
小
学
校
）

【
清
内
路
小
学
校
】

▽
教
頭　

山
﨑　

啓

　
（
旭
町
中
学
校
桐
分
校
）

▽
守
屋　

有
菜
（
豊
科
北
小
学
校
）

▽
千
葉　

祐
子
（
鼎
小
学
校
）

▽
矢
澤　

久
子
（
上
郷
小
学
校
）

【
阿
智
中
学
校
】

▽
名
子　

利
志
子
（
下
條
中
学
校
）

▽
灘
澤　

奈
緒
子

　
（
松
川
中
学
校
［
再
任
用
］）

▽
滝
澤　

純
子
（
竜
丘
小
学
校
）

▽
島
﨑　

彩
香
（
遠
山
中
学
校
）

▽
増
澤　

直
也
（
新
規
採
用
）

▽
荻
原　

健
太
（
豊
丘
中
学
校
）

▽
林　

世
紀
子
（
阿
南
第
一
中
学
校
）
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　阿智村地域包括支援センターは、阿智村で暮らす、高齢者・障がいをお持ちの方やそのご家族、また近

隣の方々のための「なんでも相談窓口」です。
　皆さんがいつまでも健やかに住み慣れた阿智村で生活していけるよう、保健師・介護支援専門員・社会

福祉士・介護福祉士が一緒に考えます！お困りなことがあればお気軽にご相談ください。

こここここここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななななななななななななななここここここここここここここここここここここここここここここここことととととととととととととととととととととととととととととととととででででででででででででででででででででででででででででででででで困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたららららららららららららららららららららららららららららららららら地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーににににににににににににににににににににににににににににににににに相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談しししししししししししししししししししししししししししししししししよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよようううううううううううううううううううううううううううううううううこんなことで困ったら地域包括支援センターに相談しよう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

こここここここここここここここここここここここここここここここここのののののののののののののののののののののののののののののののののほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかこのほかにににににににににににににににににににににににににににににににににに

家族のこと・・・

○阿智村でひとり暮らしをして
いる父が心配なのですが、離
れて住んでいる私はなかなか
様子を見に行けません…
○母の介護をしていますが、つ
い声を荒げてしまいます…
　介護に疲れました…

介護のこと・・・

○先日入院した母が、病院か
ら「もうすぐ退院」と言われ
ました。家で介護できるか
心配です。
○介護保険の制度を詳しく知
りたいです。

健康・認知症のこと・・・

○最近足腰が弱くなり、寝
たきりへの不安があります。
○忘れることが多くなり、
認知症じゃないか
と心配です。

【職員紹介】

センター長：増　田　　　進
保　健　師：高　間　知　美
社会福祉士：梅　木　　　忍
介護支援専門員：田　中　政　美
介護福祉士：小　林　要　子

お金や財産管理のこと・・・

○最近物忘れするようになり、
お金の管理に自信がなく
なってきました。頼れる
身内もいません・・・
○悪質な訪問販売の被害に
あってしまい、どうした
ら良いかわかりません。

一人で悩まないで!!

近所の高齢者のこと・・・
○最近顔を見かけなくなっ
た高齢者がいますが、ひ
とり暮らしなので心配で
す・・・
○近所の高齢者が虐待をされ
ているようなのですが、
どうしたらいいですか？
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阿智村の皆さん、健康診断を受けていますか？
体重のこと、血圧のこと、血液のこと・・・健診は自分の体の様子を数字で見ることのできる大切な機会です。

去年の自分と今の自分を比較してみませんか。そこから5年後、10年後の自分が見えてきます。

村の健康診断・前立腺がん検診・C型肝炎検査申し込み方法
５月に各家庭に申込み用紙が郵送されます。

娃

愛

娃

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
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◆村の健診の対象となる方◆

◆健診内容◆
身長、体重、腹囲、血圧測定、眼底検査
血液検査（血糖値、中性脂肪、コレステロール、肝機能、腎機能など）

◆39歳以下の方
会社等で健診を受ける機会はありますか？保険の種類に関係なく受けられます。この機会にぜひ受けましょう。

◆40～74歳（国保の方）
　５月下旬頃に受診券を配布します。
　　国民健康保険以外の方
　　　加入されている社会保険等から健診の案内が届きますので、案内に従って受診しましょう。
　　　村の健診を希望される方は保健師までご相談下さい。

◆75歳以上の方
　普段病院にかかる機会のない方は、ぜひ集団健診を受けてください。
　なお、伍和診療所と浪合診療所では、個別に健診を受けられますので、ご利用ください。

　

①人間ドック受診者に補助があります
【交付内容】検査料の7割相当額まで、上限3万円です。
【申請時持ち物】
　保険証、領収書、印鑑、健診結果表、通帳など振込先のわかるもの

②病院での個別健診を窓口負担1,000円で受診できます
【受診方法】直接病院に個別健診を予約し、受診券を持って受診してください。
※6月以前に個別で受診、人間ドックを予定されている方は、保健師までご連絡ください。

村補助自己負担国保以外の方国保の方

5,804円1,000円○○39歳以下

5,724円無料○○75歳以上

5,804円1,000円×○40～74歳

～国民健康保険に加入されている方へ補助があります～
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胃検診・大腸がん検診（40歳～）
　　　6月14日（水）　伍和公民館
　　　6月15日（木）　智里東公民館
　　　6月16日（金）　浪合コアホール
　　　6月19日（月）　清内路公民館
　　　6月20日（火）　伍和公民館
　　　6月21日（水）　智里西公民館／コミュニティ1階
　　　6月22日（木）　コミュニティ1階
　　　6月23日（金）　コミュニティ1階
★胃検診：バリウムを飲んで胃の状態を見ます
　　　自己負担　1,500円（村補助2,604円）
★大腸がん検診：便をとって検査します
　　　自己負担　500円（村補助1,012円）

子宮頸がん検診（20歳～74歳　隔年）
　   7月6日（木）・25日（火）コミュニティ1階
　　　7日（金）浪合コアホール
　　  24日（月）清内路公民館
★検診車による子宮頸がんの検査です。
　　　自己負担　1,000円　（村補助2,780円）

乳がん検診
◇マンモグラフィー検査（40歳～ 隔年）
　　7月27日（木）・28日（金）・31日（月）
　　コミュニティ1階
　★レントゲンによる乳がんの検査です
　　自己負担　2,000円　（村補助4,480円）
◇超音波検査（20歳～39歳）
　　30年1月25日（木）・26日（金）
　　コミュニティ1階
　★乳腺が発達している若い女性に適した検査です。
　　自己負担　1,000円　（村補助3,104円）

平成２9年度集団検診日程平成２9年度集団検診日程
3月に検診を申し込まれた方には検診時期に合わせ、受診票をお送りします。

乳がん・子宮頸がんを受診される方へ

特定の年齢の方々に対して、検診費用が無料に
なるクーポン券を配布しています。

前立腺がん検診（50歳～）
★前立腺がんは血液検査で調べます。
　そのため村の健診とあわせて実施します。
　村の健診日程をご確認下さい。
　※尿の出が悪い等の自覚症状のある方は、医療機

関で受診してください。
　　自己負担　600円（村補助1,344円）
（平成29年4月1日の時点で50歳の方へ

前立腺がん検診無料クーポンをお送りします）

嫉がん検診を受ける目安嫉
胃がん・大腸がん  → 40歳を過ぎたら１年に１回
子宮がん → 20歳を過ぎたら２年に１回
乳がん → 40歳を過ぎたら２年に１回
前立腺がん → 50歳を過ぎたら１年に１回
肺がん → 40歳を過ぎたら２年に１回

がん検診は該当
年齢の方どなたでも
受けられます。

クーポン対象者以外の方に！！個別に受診する女性のがん検診助成事業
　　村のがん検診は受けづらい、日程が合わないという方のために、個別に病院で受診する子宮がん検診、
　　乳がん検診へ助成制度があります。昨年村の検診を受けていない方が対象です。

子宮がん検診
【対象者】20歳から40歳（村の検診対象者）
受診を希望される方は役場保健師まで
ご連絡ください。

乳がん検診（マンモグラフィー）
【対象者】40歳から60歳（村の検診対象者）
病院に直接予約し受診して下さい。
受診後、役場に申請して下さい。

肺がん検診（ヘリカルCT）（40歳～）
7月3日（月）・4日（火）・5日（水）コミュニティ1階
★肺のＣＴ検査（らせん断層撮影）を行います
　自己負担　2,000円（村補助5,344円）
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平成29年度始まる　　　　
　阿智村の皆様、こんにちは。昨年度より校長としてお世話になります 平出 保 です。

　120名の新入生と11名の新任職員が加入して、“チーム阿智高29”が始動しました。本年度の教

育重点目標のキーワードは、「学力と進学実績の向上」、「クラブ活動と生徒会活動の活性化」、「地

域交流と地域貢献」の３つです。地域に根ざし、地域から信頼される学校をめざして、教職員一

同全力で教育活動に専念してまいります。本年度も変わらぬご支援ご協力をお願いいたします。

平  平成成2929年度 入学年度 入学式式（（44月月66日）日）入入学許可に続いて学校長式辞、来賓祝辞、新担任発表があ学許可に続いて学校長式辞、来賓祝辞、新担任発表がありりました。ました。

新任職員紹介　（４月より新しく阿智高に加わった職員です。よろしくお願いします。）
　　　　　教頭　　　　茶城　啓二 ①
国　　語　教諭　　　　鈴木　陽菜 ②
　　　　　常勤講師　　須山　康之 ③
地歴公民　教諭　　　　渡邊　　文 ④
　　　　　教諭　　　　宮﨑　　廉 ⑤
数　　学　教諭　　　　牧島　則夫 ⑥
理　　科　教諭　　　　若林　　潤 ⑦
英　　語　常勤講師　　吉沢　圭祐 ⑧
商　　業　教諭　　　　小山　雅人 ⑨
事 務 室　事務長補佐　齋藤　武彦 ⑩
図 書 館　司書　　　　遠山　恵美 ⑪

～地域政策コース成果発表会～
　阿智高校地域政策コースでは、２月23日（木）に阿智村中央公民館の大ホー
ルにて、一年間授業で取り組んできた成果の発表会を行いました。農業・観
光・福祉の３つのエリアの生徒がそれぞれ授業で行った実習・体験の紹介と、
学習したことや成長したことを発表することで、授業に協力していただいた団
体や事業所の方々にお礼の気持ちを示し、評価をしていただく場となりました。
　おかげさまをもちまして、地域政策コースの生徒は通常の授業ではできない
経験を積み重ね、前向きに学習に取り組むことができました。この発表会も生
徒にとって、とてもよい経験となりました。
　地域政策コースは、地域のみなさんのご協力で成り立っています。今後ともご支援をお願いいたします。

【１学年担任紹介】  ～チームワークの良い担任団です～

① ② ③ ④ ⑥

新入生代表宣誓  　氏名  唐澤 諒平

　春の訪れとともに、明るく元気で、エネルギーに満ちあふれた１２０名の新
入生が入学しました。11名の新任職員も迎え、教職員一同、生徒の成長の
ために、引き続き全力をあげて教育活動に専念してまいります。本年度も何
卒よろしくお願い申し上げます。

B組：齊藤　和之（理科）A組：仲山　雄貴（英語） C組：小山　雅人（商業）

⑤

入場する新入生

校長 平出 保校長　 平出　保　

成果発表の様子

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪
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　阿智村では小学校で70名、中学校で61名、保育園

で４７名の計178名の児童生徒さんが、入学入園となり

ました。

　阿智村は永倉隆幸様ご寄付による、ふるさと振興基

金を財源として、「阿智村子ども祝券により」入学、

入園を祝福し、健やかな成長と明るい家庭づくりを支

援します。

入学、入園を祝福して
「阿智村子ども祝券」配布

湯ったり〜な健康まつり

第20回
熊谷元一写真賞コンクール
作品募集中

下清内路と伍和北青見平に
全村博看板完成

　地域の名所や魅力を紹介する地区案内看板を下清内

路と伍和北青見平に設置しました。全村博物館構想で

は、地域のみなさんが大事にしたい地域の宝を「認定

地域資源」として登録し、保存や活用をみんなで考え

る取組みを進めています。この取組みの一環として看

板を設置しました。

　３月２９、３０日に、湯ったり〜な昼神で、水中運動教

室参加者や一般の村民を対象に健康まつりを開催し、

筋肉量や骨密度の測定を行い運動による健康づくりの

効果を確認しました。

　また、「信州食育発信の３つの星レストラン」に登

録されたゆったり〜な昼神オリジナルメニュー「ヘル

シー御膳」の試食も行いました。

　今回は「遊ぶ」をテーマに撮影した写真を募集します。
　またテーマに関わらず阿智村内で撮影した写真を募集
する「阿智村撮影部門」も設けています。多くの作品の
ご応募をお待ちしております。応募締切は9月20日で
す。詳細は阿智村公式ウェブサイトをご覧ください。

平成28年度阿智村賞　撮影：荻山清和さん　
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二
十
九
年
三
月 

定
例
議
会

二
十
九
年
三
月 

定
例
議
会

（
は
じ
め
に
）

　

ま
だ
朝
や
夜
は
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

三
月
に
な
り
、
四
日
に
は
昼
神
温
泉
の
湯

屋
守
り
様
の
お
焚
き
上
げ
、
卒
業
入
学
の

シ
ー
ズ
ン
、
春
の
足
音
が
一
歩
ず
つ
近
づ

く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
月
三
日
に
は
、
総
務
省
、
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン

ト
大
賞
」
の
受
賞
式
が
東
京
で
あ
り
、
全

国
の
数
あ
る
地
方
創
生
、
地
域
づ
く
り
の

イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、
阿
智
村
の
星
空
の
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
優
秀
賞
を
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
資
源
を
ど
う
い

か
し
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
か
が
、
こ
の
賞

の
趣
旨
で
あ
り
、当
村
で
は
星
に
限
ら
ず
、

今
回
の
ひ
な
ま
つ
り
事
業
、
は
な
も
も
ま

つ
り
、
二
五
十
年
続
く
清
内
路
の
花
火
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
取
り

組
ん
で
い
く
精
神
や
、
風
土
や
人
々
の
想

い
が
、
こ
の
賞
に
つ
な
が
っ
た
の
で
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
二
月
に
は
村
政
懇
談
会
で
村
民

の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し

な
が
ら
平
成
二
十
九
年
度
の
方
向
性
を
示

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
後
程
具
体
的
に
お

話
し
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
ま
ず
は
第

五
次
総
合
計
画
の
最
終
年
で
あ
り
検
証
と

ま
と
め
を
し
、
同
時
に
平
成
三
十
年
か
ら

の
十
年
間
の
第
六
次
総
合
計
画
を
見
据
え

た
計
画
作
り
を
行
う
重
要
な
年
と
な
り
ま

す
。
二
年
前
に
策
定
し
ま
し
た
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
は
人
口

維
持
の
た
め
の
基
本
計
画
で
あ
り
、
又
現

在
ま
ち
づ
く
り
計
画
も
検
討
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら
と
リ
ン
ク
し
て
、
こ
れ
か

ら
住
民
の
皆
様
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
策

定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
九
年
度

重
点
施
策
に
つ
い
て
）

　

さ
て
、
平
成
二
十
九
年
度
の
村
の
方
向

性
、
想
い
、
取
り
組
む
施
策
と
し
て
は
次

の
通
り
で
す
。
昨
年
策
定
し
ま
し
た
村
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
星
ふ
る
さ
と
」
と
し
ま

し
た
が
、も
う
一
度
確
認
さ
せ
て
頂
く
と
、

日
本
一
の
星
降
る
郷
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
も
あ
り

た
い
と
い
う
願
い
で
す
。
そ
ん
な
想
い
の

中
で
、「
阿
智
家
族
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
定
住
、
人
口
増
に
か
け
る
意
気
込

み
を
大
き
な
柱
と
し
て
示
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
が
、

教
育
、
福
祉
健
康
医
療
、
く
ら
し
、
環
境
、

産
業
振
興
な
ど
す
べ
て
の
政
策
に
関
連
し

反
映
し
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
行
政
の
事
業
、
仕
事
の
や
り

方
に
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
し
っ
か

り
取
り
入
れ
、
阿
智
村
を
ど
う
売
っ
て
い

く
か
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
何
を
望
ん
で
い

る
か
、
業
務
効
率
と
成
功
の
確
率
を
上
げ

る
た
め
の
戦
略
作
り
を
、
日
々
の
仕
事
の

中
で
意
識
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

又
、
第
六
次
基
本
計
画
を
た
て
る
事
と

併
せ
、
住
民
目
線
の
行
政
、
普
段
な
か
な

か
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
皆
さ
ん
の
声
も

聞
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
可
能
な
範
囲
で
、

私
自
ら
各
部
落
常
会
や
各
団
体
の
会
合
に

も
お
じ
ゃ
ま
し
て
お
話
し
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

で
は
部
門
別
に
想
い
と
具
体
的
事
業
、

新
規
事
業
を
中
心
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

「
教
育
・
子
育
て
支
援
」

　

子
供
達
に
住
み
続
け
て
も
ら
い
、
将
来

Ｕ
タ
ー
ン
で
定
住
し
て
も
ら
う
為
、
な
ん

と
い
っ
て
も
教
育
は
大
切
で
あ
り
ま
す
。
二

九
年
度
は
阿
智
村
産
の
米
代
や
、
地
域
の

食
材
な
ど
給
食
費
の
村
費
負
担
と
、
中
学

三
年
生
を
対
象
に
村
営
学
習
塾
の
開
講
な

ど
新
し
い
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
こ

う
し
た
通
常
の
学
習
活
動
に
加
え
て
、
こ

れ
か
ら
は
地
域
の
事
を
学
習
す
る
場
、
星

に
代
表
さ
れ
る
自
然
や
歴
史
、
地
域
資
源

を
体
験
す
る
教
育
を
さ
ら
に
目
指
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
予
算
は

学
校
給
食
費
支
援
事
業

 

四
百
七
十
六
万
円

学
習
塾
の
開
設 

五
十
一
万
円

理
科
支
援
員
配
置 

百
五
十
六
万
円

中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
フ
ェ
ン
ス
嵩
上
げ

工
事 

三
百
三
万
円
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文
化
財
標
柱
、
説
明
板
の
設
置

 

百
五
十
二
万
円

学
童
保
育
事
業 

千
三
百
九
十
四
万
円

「
福
祉
・
健
康
・
医
療
の
充
実
」

　

小
さ
い
子
供
か
ら
お
年
寄
り
が
健
康
で

生
き
が
い
を
持
ち
、
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
村
で
は
健
康
プ

ラ
ン　

に
沿
っ
て
、年
代
別
の
健
康
増
進
、

２１

各
部
落
で
の
健
康
全
員
常
会
、
ト
リ
プ
ル

Ａ
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
特
定
健
診
な
ど
に
よ

り
、
村
民
の
健
康
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い

ま
す
。
新
規
で
は
認
知
症
の
早
期
発
見
や

相
談
対
応
な
ど
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
作
り

対
応
し
ま
す
し
、
高
齢
者
を
地
域
で
支
え

て
い
く
協
議
体
や
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
設
置
、
在
宅
医
療
や
介
護
の

事
な
ど
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。
又
、
不
妊
治

療
の
補
助
の
拡
充
を
図
り
、
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
予
算
は

水
中
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
事
業

 

二
千
五
百
四
十
万
円

各
種
健
診
事
業
等
の
実
施

 

千
四
百
五
十
九
万
円

高
校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
支
援

 

千
四
百
八
十
五
万
円

不
妊
治
療
補
助 

百
万
円

予
防
接
種
事
業 

千
六
百
十
五
万
円

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

 

五
千
六
百
三
万
円

福
祉
医
療
費
給
付
事
業

 

千
八
百
七
十
五
万
円

高
齢
者
等
交
通
サ
ー
ビ
ス
事
業

 

二
百
八
十
二
万
円

「
産
業
の
振
興
」

　

観
光
を
基
軸
と
し
た
産
業
振
興
を
め
ざ

す
た
め
、
昨
年
六
月
に
�
阿
智
昼
神
観
光

局
を
発
足
し
、
村
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
な
ど
徐
々
に
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま

し
た
。
星
の
事
業
は
マ
ス
コ
ミ
等
で
も
か

な
り
報
道
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
年
間
百

三
十
万
人
が
訪
れ
る
観
光
客
に
い
か
に
阿

智
村
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
か
、
交

流
人
口
の
増
加
に
よ
り
、こ
の
村
が
潤
い
、

定
住
人
口
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
昼
神
温
泉
の
将
来
構
想
検
討

も
コ
ン
セ
プ
ト
が
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
の
で
、
来
年
度
は
具
体
的
に
検
討
を
進

め
、
リ
ニ
ア
三
遠
南
信
時
代
に
向
け
た
戦

略
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
星
で
ブ
レ
イ

ク
し
た
地
域
振
興
を
、
さ
ら
に
全
村
に
広

め
る
た
め
、
治
部
坂
を
活
性
化
す
べ
く
星

の
駅
構
想
と
し
て
、
星
空
関
連
施
設
、
遊

歩
道
な
ど
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

農
業
は
村
の
基
盤
産
業
と
し
て
位
置
づ

け
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
遊
休
農
地
が

増
え
な
い
よ
う
に
、
昨
年
か
ら
農
地
有
効

利
用
相
談
員
を
配
置
し
、
利
用
し
て
く
れ

る
人
へ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
成
果
も

上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
の
大

き
な
目
玉
と
し
て
地
産
地
消
や
滞
在
型
観

光
の
し
く
み
の
た
め
、
産
直
市
場
の
研
究

を
、
専
門
員
を
産
業
振
興
公
社
に
配
置
し

本
格
的
に
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

又
、
忙
し
い
小
さ
な
仕
事
な
ど
、
雇
用

者
と
探
し
て
い
る
方
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で

き
る
よ
う
、
産
業
振
興
公
社
や
商
工
会
、

阿
智
昼
神
観
光
局
と
し
く
み
作
り
を
研
究

し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
地

元
業
者
に
有
利
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

や
雇
用
奨
励
補
助
金
な
ど
二
十
九
年
度
も

計
上
し
、
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
予
算
は

　

観
光
事
業
の
補
助
金 

八
千
八
百
万
円

　

治
部
坂
星
の
駅
整
備
事
業

 

三
千
三
百
六
十
四
万
円

ス
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
事
業 

一
千
万
円

産
業
振
興
公
社
助
成
金

 

二
千
八
百
三
十
六
万
円

農
地
環
境
保
全
事
業

 

二
千
四
百
六
十
七
万
円

畜
産
農
家
へ
の
支
援 

二
百
三
十
七
万
円

森
林
整
備
事
業 

三
千
四
十
六
万
円

商
工
業
者
経
営
支
援
、
振
興
事
業

 

千
二
百
万
円

「
生
活
環
境
の
整
備
計
画
」

　

私
た
ち
の
毎
日
の
く
ら
し
の
中
で
、
安

定
し
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
こ
と

は
行
政
の
基
本
的
な
仕
事
で
あ
り
、
確
立

さ
れ
た
防
災
体
制
が
安
心
し
た
生
活
の
基

盤
だ
と
考
え
ま
す
。
消
防
団
も
村
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
日
々
活
動
し
て
く
れ

て
い
ま
す
し
、
こ
の
四
月
か
ら
伍
和
の
第

三
、
四
分
団
に
予
備
消
防
を
お
願
い
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

　

又
、
二
十
九
年
度
は
九
月
か
ら
広
域
連
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合
の
桐
林
焼
却
場
が
下
久
堅
の
稲
葉
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
移
転
す
る
た
め
、生
ゴ
ミ
、

ビ
ニ
ー
ル
等
の
収
集
の
変
更
に
伴
い
、
分

別
方
法
が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

道
路
等
の
整
備
で
は
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
や
、
各
地
域
か
ら
要
望
の
出
て
い
る

も
の
か
ら
整
備
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
将
来
に
わ
た
る
道
路
や
ま
ち
づ

く
り
の
計
画
構
想
の
二
年
目
に
入
り
、
お

お
ま
か
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
で
乱
開
発

の
な
い
よ
う
道
路
整
備
な
ど
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。
水
道
関
係
は
、
設
備
も
老
朽

化
し
て
お
り
経
営
戦
略
策
定
や
企
業
会
計

移
行
業
務
に
予
算
を
つ
け
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
予
算
は

村
内
巡
回
、
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行 

二
千
二
百
九
十
二
万
円

南
信
交
通
災
害
共
済
掛
金
村
費
負
担

 

二
百
三
十
二
万
円

河
川
監
視
設
備
整
備 

百
八
万
円

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
（
春
日
地
区
）

 

三
百
五
十
九
万
円

防
災
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
構
築

 

二
百
十
六
万
円

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
事
業

 

二
百
四
十
九
万
円

家
庭
ご
み
等
収
集
処
理

 

一
億
一
千
八
百
六
十
八
万
円

生
ご
み
処
理
機
設
置
補
助
制
度

 

二
百
九
十
万
円

阿
智
村
道
路
ま
ち
づ
く
り
計
画
作
成
事
業

 

四
百
五
十
二
万
円

村
道
の
整
備 

三
千
三
百
三
十
七
万
円

中
之
橋
架
け
替
え
事
業 

一
億
円

上
水
道
黒
川
橋
水
管
橋
設
置
工
事
他　
　

 

三
億
二
千
九
百
万
円

「
定
住
人
口
の
増
加
・

行
財
政
計
画
・
協
働
の
推
進
」

　

阿
智
家
族
大
作
戦
と
銘
打
っ
て
、
さ
ら

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

移
住
定
住
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作

成
し
、新
た
に
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

又
春
日
地
区
に
分
譲
住
宅
地
造
成
事
業
を

計
画
し
て
お
り
、
民
間
の
住
宅
メ
ー
カ
ー

と
も
し
っ
か
り
連
携
を
は
か
り
展
開
し
て

参
り
ま
す
。
定
住
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

も
遊
休
農
地
の
支
援
員
と
連
携
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
し
、
定
住
Ｈ
Ｐ
の
充
実
、
住

宅
新
増
改
築
等
支
援
金
な
ど
さ
ら
に
阿
智

村
は
定
住
に
前
向
き
に
取
り
組
み
ま
す
。
空

家
対
策
検
討
委
員
会
も
二
年
目
に
入
り
、

さ
ら
に
情
報
共
有
や
有
効
活
用
に
役
立
て

ま
す
。

　

又
、
星
の
村
に
ふ
さ
わ
し
い
美
し
い
景

観
に
す
る
た
め
、
統
一
の
サ
イ
ン
整
備
事

業
を
確
実
に
事
業
化
し
、
各
自
治
会
に
お

い
て
も
美
し
い
ふ
る
さ
と
事
業
な
ど
で
、

観
光
地
ら
し
い
美
し
い
花
い
っ
ぱ
い
事
業

に
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。　

　

情
報
に
も
力
を
入
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
四
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
見
や

す
く
充
実
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
し
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
週
間
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

ニ
ュ
ー
ス
の
放
映
や
、
広
報
誌
も
工
夫
し
、

村
の
人
々
の
い
き
い
き
と
し
た
姿
、
阿
智

高
校
生
の
作
成
し
た
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
親

し
み
の
あ
る
読
み
や
す
い
紙
面
を
目
指
し

ま
す
。

　

主
な
事
業
と
予
算
は

阿
智
村
第
六
次
総
合
計
画
策
定
事
業

 

五
百
六
十
六
万
円

分
譲
住
宅
地
造
成
事
業

 

二
千
百
三
十
八
万
円

移
住
定
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
制
作

 

五
百
六
十
三
万
円

集
落
支
援
員
事
業
（
定
住
支
援　

他
）

 

千
百
八
十
二
万
円

特
定
空
き
家
等
対
策
委
員
会

 

三
十
七
万
円

星
の
村
の
美
し
い
統
一
景
観
公
共
サ
イ
ン

整
備 

千
百
五
万
円

定
住
促
進
の
た
め
の
住
宅
新
増
改
築
等
支

援 

千
五
百
万
円

未
婚
者
対
策
事
業 

二
百
万

自
治
会
活
動
支
援
金

 

二
千
二
百
四
十
六
万
円

村
公
式
Ｈ
Ｐ
事
業 

四
百
十
五
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
館
改
修
工
事

 

五
千
百
八
十
万
円

村
長
選
挙 

六
百
五
十
万
円

　

以
上
、
平
成
二
十
九
年
度
の
主
な
事
業

で
す
。
六
十
一
年
目
を
迎
え
る
新
し
い
村

の
姿
と
し
て
、
新
た
な
夢
に
向
か
っ
た
新

規
事
業
や
、
特
に
教
育
、
福
祉
に
力
を
入

れ
る
体
制
も
整
え
な
が
ら
、
今
後
五
年
十

年
の
第
六
次
基
本
計
画
を
村
全
体
で
作
り

上
げ
て
い
く
大
切
な
年
に
な
ろ
う
か
と
存

じ
ま
す
。
「
星
ふ
る
さ
と
」
の
精
神
で
、

阿
智
村
も
奥
深
き
歴
史
の
ス
テ
ー
ジ
に
、

新
た
な
輝
き
を
刻
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
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て
い
ま
す
。

（
村
内
の経

済
状
況
に
つ
い
て
）

　

商
工
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
十
二
月
〜

二
月
ま
で
の
村
の
景
況
に
つ
い
て
で
す
が
、

雪
の
量
に
よ
り
業
種
に
よ
っ
て
大
な
り
小

な
り
影
響
が
あ
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
ス
キ
ー
場
は
、
昨
年
よ

り
雪
が
多
か
っ
た
事
も
あ
り
、
十
二
〜
一

月
は
十
％
前
後
増
、
二
月
は
天
候
が
悪
い

日
も
多
く
二
十
％
前
後
減
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
昼
神
温
泉
郷
は
冬
の
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー

の
影
響
で
十
二
月
は
約
八
％
の
増
、
一
、

二
月
も
好
調
で
す
が
、
宴
会
の
減
少
、
周

辺
の
飲
食
店
に
は
す
ぐ
に
効
果
が
結
び
付

か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
今
後
の
各
個
店
で

の
対
応
が
急
務
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
昨
年
の
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
来

村
に
よ
り
、
そ
の
後
、
年
配
の
方
が
満
蒙

開
拓
平
和
記
念
館
な
ど
に
多
く
来
ら
れ
、

飲
食
店
に
は
影
響
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

小
売
店
は
客
単
価
が
低
く
な
っ
て
き
て

い
る
感
が
あ
り
心
配
で
す
が
、
リ
ピ
ー

タ
ー
や
顧
客
満
足
に
つ
な
が
る
セ
ー
ル
も

し
っ
か
り
行
っ
て
い
る
店
は
微
増
の
売
り

上
げ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

建
設
業
は
下
請
け
中
心
の
仕
事
が
多
い

が
順
調
に
売
上
げ
は
あ
る
よ
う
で
、
特
に

管
工
事
の
仕
事
が
昼
神
か
ら
多
く
忙
し
か
っ

た
よ
う
で
し
た
。
ボ
イ
ラ
ー
や
水
回
り
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
早
め

の
対
応
が
急
務
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
製
造

業
に
つ
い
て
は
食
品
製
造
、
新
し
い
技
術

を
売
り
に
し
て
い
る
会
社
は
売
上
げ
十
〜

三
十
％
と
好
調
で
、
そ
の
他
も
前
年
並
み

の
売
上
げ
だ
そ
う
で
す
。
新
工
場
の
建
設

も
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
り
、
こ
の
四
月
か

ら
も
地
元
の
新
規
学
生
を
多
く
雇
用
す
る

予
定
で
あ
る
そ
う
で
す
。

（
お
わ
り
に
）

　

人
口
に
つ
い
て
最
新
の
デ
ー
タ
を
申
し

ま
す
と
、
二
十
八
年
度
は
二
月
が
終
わ
っ

た
時
点
で
マ
イ
ナ
ス
三
十
八
人
の
六
千
六

百
十
八
人
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
同
月

の
九
十
一
人
に
比
べ
、
い
い
数
字
が
出
て

お
り
ま
す
。
最
近
発
表
さ
れ
た
統
計
で
も
、

当
村
は
飯
伊
の
中
で
も
社
会
増
の
三
ヶ
所

の
市
町
村
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
プ
ラ
ス

三
十
人
で
あ
り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
定
住

対
策
や
婚
活
の
事
業
成
果
が
現
れ
て
い
る

こ
と
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

又
、
リ
ニ
ア
に
つ
い
て
は
一
の
二
十
号

線
の
非
常
口
近
く
に
、
生
活
に
支
障
を
き

た
す
要
因
が
最
小
限
に
す
む
よ
う
に
、
残

土
候
補
地
を
Ｊ
Ｒ
に
お
願
い
し
調
査
し
て

い
ま
す
。
リ
ニ
ア
対
策
委
員
会
や
関
係
す

る
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
や
説
明
を
し
っ

か
り
行
い
、
地
域
振
興
と
あ
わ
せ
て
方
向

性
を
さ
ぐ
り
な
が
ら
対
応
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
説
明
会
や
広
報

等
で
情
報
を
流
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
冬
か
ら
村
内
を
ラ
ッ
ピ
ン

グ
バ
ス
が
走
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
三
路

線
で
す
が
、
村
民
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
公
募

し
、
星
や
は
な
も
も
、
温
泉
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、

コ
ス
モ
ス
と
い
っ
た
阿
智
村
の
地
域
資
源

を
、
き
れ
い
に
楽
し
く
バ
ス
に
デ
ザ
イ
ン

し
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
二
月
は
前
年
よ
り

十
六
％
増
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
村
の

事
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
の
と
、
多
く
の
村

民
や
観
光
客
が
楽
し
ん
で
乗
っ
て
も
ら
う

事
が
目
的
で
す
。
公
共
交
通
の
役
割
は
今

後
さ
ら
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
高
齢
者
や

子
供
の
足
、
買
物
困
難
者
の
足
と
し
て
さ

ら
な
る
工
夫
も
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

時
代
は
常
に
動
い
て
い
ま
す
。
地
方
創

生
に
よ
る
人
口
や
地
域
活
力
の
問
題
、
少

子
高
齢
化
、
地
方
と
の
格
差
な
ど
こ
れ
か

ら
取
り
組
む
べ
き
問
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

輝
く
村
と
し
て
一
人
ひ
と
り
が
元
気
と
知

恵
を
出
せ
る
よ
う
な
体
制
作
り
、
そ
し
て

暮
ら
し
や
す
い
、
い
い
村
だ
と
思
え
る
素

晴
ら
し
い
阿
智
村
を
め
ざ
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

以
上
三
月
定
例
議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



税
金
・
料
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

《
見
や
す
い
場
所
に
貼
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
》

平
成
29
年
度
　
村
税
等
納
期
の
一
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
　
　
金
　
　
等
　
　
の
　
　
種
　
　
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
（
　
）
内
は
納
期
限

再
振
替
の
日

※
残
高
不
足
等

で
振
替
で
き
な

か
っ
た
方
の
み

口
座
振
替
の
日

※
口
座
振
替
の

依
頼
を
い
た
だ
い

て
い
る
方
の
み

月
　
後
期
高
齢
者

　
　
　
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

（
6
5
歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険
者
）

国
民
健
康
保
険
税

軽
自
動
車
税

固
定

資
産
税

村
県
民
税

特
別
徴
収

普
通
徴
収

特
別
徴
収

普
通
徴
収

特
別
徴
収

普
通
徴
収

年
金
特
別
徴
収

普
通
徴
収

４ 月 、 ６ 月 、 ８ 月 、
　

月 、
　

月 、 ２ 月 の１
０

１
２

　 　 　 　 　 　 　 　 　

年 金 支 給 時 に 天 引 き と な り ま す 。

４ 月 、 ６ 月 、 ８ 月 、
　

月 、
　

月 、 ２ 月 の１
０

１
２

　 　 　 　 　 　 　 　 　

年 金 支 給 時 に 天 引 き と な り ま す 。

４ 月 、 ６ 月 、 ８ 月 、　 月 、　 月 、 ２ 月 の１０ １２

　 　 　 　 　 　 　 　 　 年 金 支 給 時 に 天 引 き と な り ま す 。

１
期
(5
/1
)

４ 月 、 ６ 月 、 ８ 月 、　 月 、　 月 、 ２ 月 の１０ １２

　 　 　 　 　 　 　 　 　 年 金 支 給 時 に 天 引 き と な り ま す 。

５
月
９
日

（
火
）

４
月
２５
日

（
火
）

４ 月

１
期
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/3
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)

１
期
(5
/3
1
)

１
期
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/3
1
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６
月
５
日

（
月
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２５
日

（
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２
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/3
0
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２
期
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１
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７
月
５
日

（
水
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６
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２６
日

（
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３
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日
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（
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２
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４
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９
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日
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８
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日
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金
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３
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0
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)
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1
)

３
期
(1
0/
31
)

１１
月
６
日

（
月
）

１０
月
２５
日

（
水
）

　 月１０
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1
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７
期
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1
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0
)

７
期
(1
1
/3
0
)
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６
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（
水
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１１
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日

（
月
）

　 月１１

６
期
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2
/2
6
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８
期
(1
2
/2
6
)

８
期
(1
/4
)

４
期
(1
2
/2
5
)

１
月
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日

（
水
）
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月
２５
日

（
月
）

　 月１２

７
期
(1
/3
1
)

９
期
(1
/3
1
)

９
期
(1
/3
1
)

４
期
(1
/3
1
)

２
月
５
日

（
月
）

１
月
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日

（
木
）

１ 月

８
期
(2
/2
8
)

１０
期
(2
/2
8
)

１０
期
(2
/2
8
)

３
月
７
日

（
水
）

２
月
２６
日

（
月
）

２ 月

４
月
５
日

（
木
）

３
月
２６
日

（
月
）

３ 月


